
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

 

5.0

26.7
23.6

21.1

18.9
20.2

10.6
11.8

9.4
13.3

8.3
9.6

7.7
8.0

7.6
5.3

6.7
5.4

6.0

18.7
18.6

13.8

33.3
32.6

　大阪ガス エネルギー・文化研究所では「住まい・生活」に関して生活者が

抱える問題、期待する姿・方向、そのギャップを埋める解決策、今後のあり方

などを分析・研究するため、平成17年に第1回「これからの住まいとライフスタ

イルに関する生活意識調査」を実施しました。平成18年には郵送調査を行

い、今年初めには3回目に当たる調査を実施しました。 

　その平成19年調査の概要並びにトピックスについて、次に簡単に紹介し

ます。詳細な分析結果については、次号の季刊誌「ＣＥＬ」誌上やホームペ

ージなどで報告していく予定です。 

※ご協力いただいた回答者の皆さま、誠にありがとうございました。 

①
調
査
地
域 : 

全
国

②
調
査
対
象 : 

満
二
〇
歳
〜
七
一
歳
の
男
女

③
標
　

本
　

数 : 

一
六
九
一
人

　（
内
回
収
数 : 

一
一
六
一
人
、

　  
性
別 : 

女
性
五
五
・
七
％
、 

男
性
四
四
・
三
％
）

④
抽
出
方
法 : 

層
化
二
段
無
作
為
抽
出
法

⑤
調
査
方
法 : 

留
置
記
入
依
頼
法

⑥
調
査
時
期 : 

平
成
一
九
年
一
月
二
五
日
〜

　
　
　
　
　
　
二
月
一
三
日

調 

査 

の 

概 

要

�調 

査 

ト 
ピ 
ッ 

ク 

ス

�
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生活満足度

H17年

H19年

①
生
活
満
足
度 

: 

改
善
傾
向
と
構
成
の
移
動

が
確
認
さ
れ
ま
し
た

  

景
気
回
復
を
反
映
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、

生
活
全
体
の
満
足
度
は
二
年
前
の
平
成
一
七

年
留
置
調
査（
以
下
前
回
調
査
）と
比
較
す
る

と
向
上
し
ま
し
た（
図
１
）。
数
字
の
上
で
は
、

真
ん
中
の「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」が
減
少
し
、

左
か
ら
二
番
目
の
「
満
足
」
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
本
調
査
は
パ
ネ
ル
調
査
で
あ
り
、回
答
者
の

過
半
数
に
つ
い
て
、前
回
調
査
の
回
答
デ
ー
タ

が
存
在
し
ま
す
。
そ
れ
を
見
ま
す
と
、前
回
と

同
じ
回
答
を
し
た
人
、す
な
わ
ち
現
状
維
持

者
は
全
体
の
四
一
・
四
％
、前
回
よ
り
改
善
し

た
人
は
三
四
・
三
％
、悪
化
し
た
人
が
二
四
・

三
％
と
な
り
ま
し
た
。
前
回
調
査
で
の
不
満

者（
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満
」「
不
満
」「
非

常
に
不
満
」
）だ
け
で
見
ま
す
と
、現
状
維
持

者
が
全
体
の
二
二
・
二
％
、改
善
が
六
五
・
四

％
、悪
化
が
一
二
・
三
％
、と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
個
人
の
変
化
を
追
っ
て
い
け
ば
、巷
に
い
わ

れ
て
い
る
ほ
ど
に
は
不
満
層
の
固
定
化
と
い

う
現
象
は
見
ら
れ
ず
、む
し
ろ
一
定
の
流
動

性
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

②
生
活
満
足
度
の
影
響
要
因 : 

依
然
と
し
て

安
心
要
因
が
大
き
な
影
響
力

　
毎
回
行
っ
て
い
る
満
足
度
の
要
因
分
解
で

は
、生
活
全
体
の
満
足
度
に
影
響
を
与
え
る

最
大
の
要
因
は
、依
然
と
し
て「
生
活
の
安
定
・

安
心
」
要
因
で
し
た
。
そ
の
影
響
力
を
一
定

の
解
析
方
法
で
算
出
し
ま
す
と
、安
定
・
安

心
が
満
足
全
体
に
与
え
る
影
響
は
二
年
前
で

約
三
八
％
、一
年
前（
た
だ
し
郵
送
調
査
）で

約
五
二
％
、今
回
で
約
四
八
％
で
し
た
。こ
の

一
年
も
各
種
の
事
故
・
暗
い
社
会
現
象
の
報

告
が
相
次
い
だ
こ
と
も
あ
っ
て
か
、昨
年
と
同

程
度
の
安
心
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
見
て
取
れ

ま
す
。

③
少
子
高
齢
化
と
持
ち
家 : 

空
屋
の
増
加
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が
存
在
し
ま
す

そ
れ
を
見
ま
す
と

前
回
と

同
じ
回
答
を
し
た
人
、す
な
わ
ち
現
状
維
持

者
は
全
体
の
四
一
・
四
％
、前
回
よ
り
改
善
し

安
心
」
要
因
で
し
た

そ
の
影
響
力
を
一
定

の
解
析
方
法
で
算
出
し
ま
す
と
、安
定
・
安

心
が
満
足
全
体
に
与
え
る
影
響
は
二
年
前
で

程
度
の
安
心
に
対
す
る
ニ

ズ
が
見
て
取
れ

ま
す
。

③
少
子
高
齢
化
と
持
ち
家 : 

空
屋
の
増
加

　
実
の
親
の
死
去
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、そ
れ

ま
で
親
世
帯
が
住
ん
で
い
た
家
の
処
分（
持

ち
家
の
売
却
や
借
り
て
い
た
家
の
契
約
解
除
）

を
し
た
こ
と
が
「
あ
る
」
と
回
答
し
た
人
は
、

全
回
答
者
の
六
・
四
％
で
し
た
。「
な
い
」
と

回
答
し
た
人（
九
二
・
九
％
）の
一
〇
・
六
％（
五

〇
歳
代
・
六
〇
歳
代
男
性
で
は
二
〇
・
三
％
、

五
〇
歳
代
・
六
〇
歳
代
女
性
で
は
約
一
五
・

〇
％
）は
、家
を
処
分
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、

空
屋
も
し
く
は
ほ
ぼ
空
屋
の
状
態
に
な
っ
た

り
、別
の
人
が
住
ん
だ
り
し
て
い
る
と
答
え
て

い
ま
す
。

　
そ
の
家
の
現
状
を
見
ま
す
と
、「
ほ
ぼ
空

屋
も
し
く
は
完
全
に
空
屋
の
状
態
で
そ
の
ま

ま
に
し
て
あ
る
」
割
合
が
、三
七
・
三
％
と
最

多
で
し
た
。
家
の
今
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、「
未
定
」
と
の
答
え
が
五
一
・
二
％
を
占

め
て
お
り
、少
子
高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
、

使
途
が
定
ま
ら
な
い
空
家
が
増
加
し
つ
つ
あ

る
現
状
が
う
か
が
え
ま
す
。

④
高
齢
期
の
住
ま
い
と
暮
ら
し : 

自
宅
暮
ら

し
へ
の
思
い
が
強
い

　
使
途
の
定
ま
ら
な
い
空
家
の
増
加
が
見
ら

れ
る
一
方
、「
持
ち
家
を
担
保
に
高
齢
期
の

生
活
資
金
の
融
資
を
受
け
る
し
く
み（
リ
バ

ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
）は
普
及
す
る
と
思
う
」
と

回
答
し
た
人
は
二
四
・
六
％
、「
そ
う
思
わ
な

い
」
が
二
〇
・
八
％
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

が
五
二
・
六
％
で
し
た
。「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
な
が
ら
自
宅
に
住
み
続
け
た
い
と
思
う
」

と
回
答
し
た
人
が
六
三
・
四
％
、「
そ
う
思
わ

な
い
」
が
九
・
九
％
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

が
二
五
・
三
％
と
合
わ
せ
て
み
ま
す
と
、住
み

慣
れ
た
自
宅
で
の
暮
ら
し
に
対
す
る
思
い
入

れ
の
強
さ
が
改
め
て
確
認
で
き
ま
す
。

⑤
食
生
活
の
満
足
度
・
調
理
に
対
す
る
意
識 

: 

男
性
で
調
理
す
る
人
が
過
半
数
に

　
食
生
活
の
満
足
度
は
、何
ら
か
の
形
で
「
満

足
」
と
回
答
し
た
人
が
約
八
割
と
、前
回
調

査
と
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
不
満
要
因
も

大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
農
薬
な
ど
」

が
選
択
率
一
三
・
八
％
か
ら
二
一
・
一
％（
七
・

三
％
増
）に
、「
安
全
・
安
心
」
が
同
三
・
一
％

増
に
と
、や
は
り
食
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
意
識

は
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す（
図
２
）。

　
ま
た
、男
性
に
注
目
し
ま
す
と
、「
調
理
を

し
た
こ
と
が
な
い
」
と
の
回
答
は
、全
体
で
は

大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の（
微

増
）、「
調
理
し
な
い
」
が
、前
回
四
七
・
八
％
か

ら
今
回
三
八
・
九
％
と
大
き
く
減
少
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、両
者
の
合
計
は
五
四
・
七
％

か
ら
四
六
・
七
％
に
変
化
し
ま
し
た
。

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
関
心 

: 

四
人
に
三

人
は
関
心
を
持
つ
時
代
に

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に「
非
常
に
関
心
が
あ
る
」

「
ま
あ
関
心
が
あ
る
」
と
の
回
答
合
計
は
、全

体
の
七
七
・
五
％
で
し
た
。
関
心
が
あ
る
の
は
、

「
温
暖
化
な
ど
地
球
レ
ベ
ル
の
環
境
悪
化
が

心
配
」（
全
体
の
七
四
・
三
％
が
選
択
。
た
だ

し
複
数
回
答
可
。
以
下
同
じ
）が
一
番
の
理

由
で
、次
い
で
「
家
計
費（
光
熱
費
）を
節
約

し
た
い
か
ら
」（
六
一
・
六
％
）で
し
た
。グ
ロ
ー

バ
ル
な
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、身
近
な
課

題
と
し
て
も
認
識
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
一
方
、「
あ
ま
り
関
心

が
な
い
」「
全
く
関
心
が

な
い
」
の
合
計
は
二
二
・
二

％
。
理
由
と
し
て
は
「
日

常
生
活
で
精
一
杯
で
そ

こ
ま
で
頭
が
回
ら
な
い
」

が
最
も
多
い
回
答（
全
体

の
四
九
％
が
選
択
）で
し

た
。

②
環
境
配
慮
・
省
エ
ネ
行

動 : 

よ
り
積
極
的
に

　
環
境
配
慮
行
動
に
つ

い
て
は
、前
回
調
査
と
比

較
し
ま
す
と
、省
エ
ネ
・

節
水
、ご
み
処
理
に
つ
い
て
、

よ
り
積
極
的
な
取
り
組

み
姿
勢
が
確
認
で
き
ま

し
た
。
例
え
ば
、以
下
の
事
項
に
関
し
て
よ
く

実
践
し
て
い
る
人
の
比
率
を
見
ま
す
と
、「
電

気
製
品
を
省
エ
ネ
で
選
ぶ
」（
前
回
調
査
二
五
・

二
％
↓
今
回
三
〇
・
九
％
に
変
化
、以
下
同
じ
）、

「
冬
は
室
内
で
も
暖
か
い
服
装
」（
二
五
・
六
％

↓
三
六
・
〇
％
）、「
ご
み
分
別
に
協
力
」（
五

九
・
七
％
↓
六
六
・
八
％
）、「
再
生
紙
の
利
用
」

（
二
六
・
六
％
↓
三
三
・
五
％
）、「
電
気
ガ
ス
の

消
費
量
を
把
握
し
て
い
る
」（
二
五
・
〇
％
↓

二
八
・
五
％
）、「
電
球
型
蛍
光
灯
の
設
置
・
是

非
設
置
し
た
い
」
の
合
計（
四
七
・
〇
％
↓
五

三
・
四
％
）、「
住
宅
全
体
の
高
断
熱
化
に
つ
い

て
」
も
同
様
に
合
計（
二
六
・
一
％
↓
三
〇
・

一
％
）と
な
り
ま
し
た
。

③
商
品
購
入
時
の
環
境
配
慮 : 

年
長
者
の
意

識
が
高
い

　
商
品
購
入
時
に
重
視
す
る
要
素
に
つ
い
て

う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、日
用
品
に
つ
い
て
、「
地
球

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
最
も
優
先
す
る
」

と
回
答
し
た
比
率
が
高
い
の
は
、男
女
と
も
六

〇
歳
代
で
、計
一
〇
・
七
％
の
方
が
最
優
先
要

素
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、住
宅
設
備
お
よ

び
家
電
製
品
に
つ
い
て
、「
社
会
的
責
任
を
果

た
し
て
い
る
企
業
の
商
品
を
最
も
優
先
す
る
」

と
し
た
回
答
は
、五
〇
歳
代
が
最
も
多
く
、そ

れ
ぞ
れ
男
女
計
五
・
八
％
、四
・
七
％
で
、他
の

年
代
の
回
答
率
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
よ
り
、商
品
選
択
に
お
い
て
、生
活
者

全
体
で
は
「
価
格
」「
機
能
」
な
ど
の
理
由
が

最
優
先
さ
れ
ま
す
が
、五
〇
代
以
上
で
は
、そ

う
し
た
理
由
に
加
え
て
、消
費
者
全
体
の
問

題
、地
球
的
規
模
の
問
題
と
い
っ
た
、よ
り
大

き
な
視
点
か
ら
選
択
す
る
傾
向
が
相
対
的
に

大
き
く
な
る
よ
う
で
す
。
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